【事後課題のねらい】

介護実践の特性に応じた適切なコミュニケーションの展開について、本日学習したコミュニケーションの理論や基礎的な技法の知識を活用して、言語化して第三者等にこれを説明することができるようにする。

【事後課題】

日常の支援や業務のコミュニケーション場面を一つとりあげ、本日の「コミュニケーション技術の応用的展開」で学んだ内容を生かしてそれを説明してみましょう。

事前課題でとりあげた「自己の実践現場やこれまでの体験のなかで触れた優れたコミュニケーションのエピソード」をそのまま活用してもかまいません。ただし、解説は、本日の「コミュニケーション技術の応用的展開」で学んだ内容を生かしておこなうようにしてください。
場面の例）


職場で他の職員が利用者や家族と（すぐれた）関係構築の場面・・・

ちょっとした会話で変化（改善）した職員同士の雰囲気・・・

他の専門職や他部署、他機関の職員と優れた意思疎通を行い連携に貢献している‥

日常生活で家族や友人のちょっとした（すぐれた）コミュニケーション・・・

恩師や先輩、指導者などの（すぐれた）コミュニケーションのとり方・・・など

· （　）内は、事前提出エピソードをそのまま活用した場合。
【事前課題の方法】

別紙シートにより、以下の点について解説してください。

①　場面（職場、家庭、学校、その他）　　

②　登場人物（誰が誰に対して）

③　概要（どのようなコミュニケーションだったか）　　
④　解説（「コミュニケーション技術の応用的展開」で学んだ内容を生かして）

【事後課題の留意点】

①　事後課題は、必ずしも“優れた”コミュニケーションのエピソードである必要はありません。

②　コミュニケーションは、会話や言葉だけでなく、態度やしぐさ、表情なども含まれます。

③　長期的な取り組み姿勢などではなく、できるだけ短い場面・具体的なエピソードをあげることがコツです。

④　「場面」は、職場や介護実践でのエピソードが望ましいですが、体験したことであれば時期、場所は問いません。

⑤　「登場人物」はその場面で、コミュニケーションを行った人と、それが誰に対して行われたかを必ずあげてください。

⑥　「概要」では、実際の言葉や会話、表情やしぐさなどを具体的に上げてください。

⑦　「解説」は、本日の「コミュニケーション技術の応用的展開」で学んだ内容を生かして行ってください。
※　事後課題は、評価作業のために、事務局等、複数の関係者の目に触れる可能性があります。第三者に開示されても支障の無い内容としてください。個人情報等には十分配慮してください。
【事後課題の提出期限】　平成３１年１月１５日（火）

【事後課題の提出方法】　郵送・持参・メール・FAX（いずれも可）
【事後課題の提出先】


日常の支援や業務のコミュニケーション場面を一つとりあげ、本日の「コミュニケーション技術の応用的展開」で学んだ内容を生かしてそれを説明してみましょう。
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